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電気学会研究会発表申込書

研究会名前
電力技術・電力系統技術合同 研究会
         10  月開催テーマ（      京都大学      ）
受付

月日
＊

講演

番号
＊

題目

































(ふりがな)

氏名

(講演者に○印)
      きた     としひろ
   





○ 喜多 敏博
  




生年月日
明治・大正・昭和

   42年 8月 31日
明治・大正・昭和

    年   月   日
明治・大正・昭和

    年   月   日
明治・大正・昭和

    年   月   日
明治・大正・昭和

     年   月   日

勤務先
熊本大学





所属学会
電気学会





(ふりがな)

氏名

(講演者に○印)













生年月日
明治・大正・昭和

     年   月   日
明治・大正・昭和

     年   月   日
明治・大正・昭和

     年   月   日
明治・大正・昭和

     年   月   日
明治・大正・昭和

     年   月   日

勤務先






所属学会






    講演者に対する本会か

    らの連絡先

    （くわしく）
勤務先所在地
〒 860-8555  熊本市 黒髪 2-39-1


同上部課名
 熊本大学 工学部 電気システム工学科


連 絡 者 名
 喜多　敏博


電        話
 (096)-342-3613
F A X
 (096)-342-3630


ｅ－ｍａｉｌ
 t-kita@eecs.kumamoto-u.ac.jp

  あなたの論文は，どんな

  性格のものですか，右記

  に○印をつけて下さい。

 純然たる理論
○
 理論と実験結果との

 対象

 施設工事等の報告



 実験結果の報告

 試作品あるいは製品

 化の報告

 その他


O H P
   使  用      不 使 用

論　文　内　容　概　要
















































































































































































































  （1）  ＊印の欄は記入しないで下さい。

  （2）  その他の光学機器は，原則として講演者側でご準備ください。


（注）この申込書を受理した後，研究会の開催日時が決まりましたら，ご通知申し上げます。


     （指定原稿用紙6枚以内、1枚2,600字）、締切日は、後程原稿依頼時にお知らせいたします。







電力系統モデルの過渡安定領域を評価する方法としてエ


ネルギ関数を用いる直接法がある。直接法は, 高速だが


系統のモデルによってはエネルギ関数の導出には繁雑な


手続きが必要であったり, 得られる安定領域は真の安定


領域よりも小さい等の問題もある。数値的に過渡安定領


域を求める方法として挟叉軌道法を用いて不安定鞍型平


衡点の入集合を計算し, 状態空間において過渡安定領域


境界を図示する方法を提案する。





挟叉軌道法による電力系統モデル


の過渡安定領域算出とその可視化











